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第
百
二
十
八
条
の
四
第
四
項
中
「
第
百
二
十
九
条
」

を
「
次
条
第
六
項
」
に
改
め
る
。

第
百
二
十
九
条
第
七
項
中
「
泡あ
わ

消
火
設
備
」
を
「
泡

消
火
設
備
」
に
改
め
、
同
条
を
第
百
二
十
八
条
の
五
と

す
る
。

第
百
二
十
九
条
の
二
第
一
項
中「（
主
要
構
造
部
が
準

耐
火
構
造
で
あ
る
か
若
し
く
は
不
燃
材
料
で
造
ら
れ
た

も
の
又
は
特
定
避
難
時
間
倒
壊
等
防
止
建
築
物
で
あ
る

も
の
に
限
る
。）」
を
削
り
、「
確
か
め
ら
れ
た
も
の
」
の

下
に「（
主
要
構
造
部
が
準
耐
火
構
造
で
あ
る
か
若
し
く

は
不
燃
材
料
で
造
ら
れ
た
建
築
物
又
は
特
定
避
難
時
間

倒
壊
等
防
止
建
築
物
の
階
に
限
る
。）」
を
加
え
、「
第
九

号
」
を
「
第
二
号
、
第
十
号
」
に
、「
第
十
一
号
」を「
第

十
二
号
」
に
、「
第
百
二
十
九
条
」
を
「
前
条
」に
改
め
、

第
五
章
の
二
の
二
中
同
条
を
第
百
二
十
九
条
と
す
る
。

第
百
二
十
九
条
の
二
の
二
第
一
項
中「（
主
要
構
造
部

が
準
耐
火
構
造
で
あ
る
か
若
し
く
は
不
燃
材
料
で
造
ら

れ
た
も
の
又
は
特
定
避
難
時
間
倒
壊
等
防
止
建
築
物
で

あ
る
も
の
に
限
る
。）で
」
を
「
の
う
ち
」
に
改
め
、「
確

か
め
ら
れ
た
も
の
」
の
下
に「（
主
要
構
造
部
が
準
耐
火

構
造
で
あ
る
か
若
し
く
は
不
燃
材
料
で
造
ら
れ
た
も
の

又
は
特
定
避
難
時
間
倒
壊
等
防
止
建
築
物
で
あ
る
も
の

に
限
る
。）」
を
、「
受
け
た
も
の
」
の
下
に「（
次
項
に
お

い
て
「
全
館
避
難
安
全
性
能
確
認
建
築
物
」と
い
う
。）」

を
加
え
、「
、
第
二
号
、
第
九
号
及
び
第
十
一
号
」を「
か

ら
第
三
号
ま
で
、
第
十
号
及
び
第
十
二
号
」
に
、「
第
百

二
十
九
条
」
を
「
第
百
二
十
八
条
の
五
」
に
改
め
、
同

条
第
三
項
第
二
号
中
「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」に
改
め
、

同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
」

を
「
第
一
項
」
に
、「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」
に
改
め
、

同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の

一
項
を
加
え
る
。

２

全
館
避
難
安
全
性
能
確
認
建
築
物
の
屋
内
に
設
け

る
避
難
階
段
に
対
す
る
第
百
二
十
三
条
第
一
項
第
七

号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
中「
避
難
階
」

と
あ
る
の
は
、「
避
難
階
又
は
屋
上
広
場
そ
の
他
こ
れ

に
類
す
る
も
の
（
屋
外
に
設
け
る
避
難
階
段
が
接
続

し
て
い
る
も
の
に
限
る
。）」
と
す
る
。

第
百
二
十
九
条
の
二
の
二
を
第
百
二
十
九
条
の
二
と

し
、
第
五
章
の
二
の
二
中
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加

え
る
。

（
別
の
建
築
物
と
み
な
す
部
分
）

第
百
二
十
九
条
の
二
の
二

第
百
十
七
条
第
二
項
各
号

に
掲
げ
る
建
築
物
の
部
分
は
、
こ
の
章
の
規
定
の
適

用
に
つ
い
て
は
、そ
れ
ぞ
れ
別
の
建
築
物
と
み
な
す
。

第
百
二
十
九
条
の
十
三
の
三
第
三
項
第
二
号
中
「
又

は
外
気
に
向
か
つ
て
開
く
こ
と
が
で
き
る
窓
若
し
く
は

排
煙
設
備
（
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
た
構
造
方
法
を
用

い
る
も
の
に
限
る
。）」を
削
り
、
同
項
第
八
号
中
「
屋

内
消
火
栓せ
ん

」
を
「
屋
内
消
火
栓
」
に
改
め
、
同
条
に
次

の
一
項
を
加
え
る
。

13

第
三
項
第
二
号
の
規
定
は
、
非
常
用
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
昇
降
路
又
は
乗
降
ロ
ビ
ー
の
構
造
が
、
通
常

の
火
災
時
に
生
ず
る
煙
が
乗
降
ロ
ビ
ー
を
通
じ
て
昇

降
路
に
流
入
す
る
こ
と
を
有
効
に
防
止
で
き
る
も
の

と
し
て
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
た
構
造
方
法
を
用

い
る
も
の
又
は
国
土
交
通
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
も

の
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

第
百
三
十
六
条
の
二
の
二
中
「
そ
の
屋
根
以
外
の
主

要
構
造
部
が
準
不
燃
材
料
で
造
ら
れ
た
」
を
「
、
市
街

地
に
お
け
る
通
常
の
火
災
に
よ
る
火
の
粉
が
屋
内
に
到

達
し
た
場
合
に
建
築
物
の
火
災
が
発
生
す
る
お
そ
れ
の

な
い
も
の
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
た
構
造
方
法

を
用
い
る
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
き
裂
」を「
亀

裂
」
に
改
め
る
。

第
百
三
十
六
条
の
二
の
十
一
第
一
号
中
「
次
に
」
を

「
次
の
い
ず
れ
か
に
」
に
改
め
、
同
号
イ
及
び
ロ
を
次

の
よ
う
に
改
め
る
。

イ

次
に
掲
げ
る
全
て
の
規
定

法
第
二
十
条
（
第
一
項
第
一
号
後
段
、
第

二
号
イ
後
段
及
び
第
三
号
イ
後
段
に
係
る
部

分
に
限
る
。）、
法
第
二
十
一
条
か
ら
法
第
二

十
四
条
ま
で
、
法
第
二
十
五
条
か
ら
法
第
二

十
七
条
ま
で
、
法
第
二
十
八
条
の
二
（
第
三

号
を
除
く
。）、
法
第
二
十
九
条
、
法
第
三
十

条
、
法
第
三
十
五
条
の
二
、
法
第
三
十
五
条

の
三
、
法
第
三
十
七
条
、
法
第
三
章
第
五
節

（
法
第
六
十
一
条
及
び
法
第
六
十
二
条
第
二

項
中
門
及
び
塀
に
係
る
部
分
、
法
第
六
十
六

条
並
び
に
法
第
六
十
七
条
の
二
を
除
く
。）、

法
第
六
十
七
条
の
三
第
一
項
（
門
及
び
塀
に

係
る
部
分
を
除
く
。）及
び
法
第
八
十
四
条
の

二
の
規
定

第
二
章
（
第
一
節
、
第
一
節
の
二
、
第
二

十
条
の
八
及
び
第
四
節
を
除
く
。）、
第
三
章

（
第
五
十
二
条
第
一
項
、
第
六
十
一
条
、
第

六
十
二
条
の
八
、
第
七
十
四
条
第
二
項
、
第

七
十
五
条
、
第
七
十
六
条
及
び
第
八
十
条
の

三
を
除
き
、
第
八
十
条
の
二
に
あ
つ
て
は
国

土
交
通
大
臣
が
定
め
た
安
全
上
必
要
な
技
術

的
基
準
の
う
ち
そ
の
指
定
す
る
基
準
に
係
る

部
分
に
限
る
。）、
第
四
章
（
第
百
十
五
条
を

除
く
。）、
第
五
章
（
第
三
節
、
第
四
節
及
び

第
六
節
を
除
く
。）、
第
五
章
の
二
か
ら
第
五

章
の
三
ま
で
、
第
七
章
の
二
及
び
第
七
章
の

九
の
規
定

ロ

次
に
掲
げ
る
全
て
の
規
定

イ

に
掲
げ
る
規
定
並
び
に
法
第
二
十
八

条
（
第
一
項
を
除
く
。）、
法
第
二
十
八
条
の

二
第
三
号
、
法
第
三
十
一
条
第
一
項
、
法
第

三
十
三
条
及
び
法
第
三
十
四
条
の
規
定

イ

に
掲
げ
る
規
定
並
び
に
第
二
章
第
一

節
の
二
、
第
二
十
条
の
八
、
第
二
十
八
条
か

ら
第
三
十
条
ま
で
、
第
百
十
五
条
、
第
五
章

第
三
節
及
び
第
四
節
並
び
に
第
五
章
の
四

（
第
百
二
十
九
条
の
二
の
五
第
三
項
第
三
号

を
除
き
、
第
百
二
十
九
条
の
二
の
四
第
二
号

及
び
第
百
二
十
九
条
の
二
の
五
第
二
項
第
六

号
に
あ
つ
て
は
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
た
構

造
方
法
の
う
ち
そ
の
指
定
す
る
構
造
方
法
に

係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定

第
百
三
十
七
条
の
二
中
「
同
条
第
一
項
第
一
号
に
掲

げ
る
建
築
物
及
び
」
を
削
る
。

第
百
三
十
七
条
の
十
四
第
二
号
中
「
建
築
物
が
開
口

部
の
な
い
耐
火
構
造
の
床
又
は
壁
で
区
画
さ
れ
て
い
る

場
合
に
お
け
る
当
該
区
画
さ
れ
た
」
を
「
第
百
十
七
条

第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
建
築
物
の
」
に
改
め
る
。

第
百
三
十
八
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
定
期
報
告
を
要
す
る
昇
降
機
等
）

第
百
三
十
八
条
の
三

法
第
八
十
八
条
第
一
項
に
お
い

て
準
用
す
る
法
第
十
二
条
第
一
項
の
安
全
上
、
防
火

上
又
は
衛
生
上
特
に
重
要
で
あ
る
も
の
と
し
て
政
令

で
定
め
る
昇
降
機
等
及
び
法
第
八
十
八
条
第
一
項
に

お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
二
条
第
三
項
の
政
令
で
定

め
る
昇
降
機
等
は
、
第
百
三
十
八
条
第
二
項
各
号
に

掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

第
百
四
十
六
条
第
一
項
中
第
二
号
を
第
三
号
と
し
、

第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

小
荷
物
専
用
昇
降
機
（
昇
降
路
の
出
し
入
れ
口

の
下
端
が
当
該
出
し
入
れ
口
が
設
け
ら
れ
る
室
の

床
面
よ
り
高
い
こ
と
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
人
が

危
害
を
受
け
る
お
そ
れ
の
あ
る
事
故
が
発
生
す
る

お
そ
れ
の
少
な
い
も
の
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が

定
め
る
も
の
を
除
く
。）

（
地
方
自
治
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第

十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
百
十
条
の
十
七
中
「
か
ら
第
四
項
ま
で
」
を

「
、
第
二
項
及
び
第
四
項
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
政
令
は
、
建
築
基
準
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日

（
平
成
二
十
八
年
六
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
型
式
適
合
認
定
に
関
す
る
経
過
措
置
）

２

こ
の
政
令
の
施
行
前
に
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正

前
の
建
築
基
準
法
施
行
令
第
百
三
十
六
条
の
二
の
十
一

第
一
号
に
掲
げ
る
規
定
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

の
建
築
基
準
法
第
六
十
八
条
の
十
第
一
項
の
認
定
を
受

け
た
型
式
は
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
建
築

基
準
法
施
行
令
第
百
三
十
六
条
の
二
の
十
一
第
一
号
ロ

に
掲
げ
る
規
定
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
の
同
法

第
六
十
八
条
の
十
第
一
項
の
認
定
を
受
け
て
い
る
も
の

と
み
な
す
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

３

こ
の
政
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の

適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

総
務
大
臣

山
本

早
苗

国
土
交
通
大
臣

石
井

啓
一

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法

律
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
八
年
一
月
十
五
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

政
令
第
七
号

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す

る
法
律
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令

内
閣
は
、
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に

関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
五
十
三
号
）
附
則

第
一
条
本
文
の
規
定
に
基
づ
き
、こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法

律
の
施
行
期
日
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
と
す
る
。

経
済
産
業
大
臣

林

幹
雄

国
土
交
通
大
臣

石
井

啓
一

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法

律
施
行
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
八
年
一
月
十
五
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三
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